






要約:埼玉県の保健行政をになう保健所・保健センター計 108 施設を対象に遺伝相談につ

いてのアンケート調査を行い,92 施設(解答率 85.2%)より解答を得た。その結果,保健所・

保健センターを窓口にした遺伝相談は極めて低調であることが明らかにされ,遺伝サービ

スの向上のためには医療施設に対する啓蒙が重要であると考えられた。また,近年の遺伝

医学の進歩を背景に出生前診断の相談も増加してきており,早期の二次遺伝相談システム

の確立が望まれた。


